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１． 花
か

穂
すい

整形器
せ い け い き

とは 

 

 

１．１ はじめに 

 ブドウの花
か

穂
すい

整形
せいけい

（切り込み）とは、花振るい防止、品質安定や果房の形を整えるために、

開花期の花穂から不要な副穂（岐肩）や小花穂（支梗）を取り除く作業です（図１）。現在、

園芸用のハサミや指先で、この作業が行われています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 花穂各部位の名称（左）と花穂整形後の花穂（右） 
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花穂整形は高品質果実生産に欠かせない作業ですが、棚下で腕を上げた状態でハサミ

（図２）や指先を使う（図３）集中力のいる作業であること、開花期のごく短い間が作業適期

であること、対象となる房数が多いこと（3,000～4,000 房／10 a)、さらに新梢の誘引、摘心、

ジベレリン処理、薬剤散布など他の作業と競合する農繁期 一つであることから、花穂整

形の省力・軽労化技術が強く要望されてきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回、簡単な操作「はさんで、上下させる」ことによって、短時間にハサミを用いる従来の

方法と同基準の花穂整形ができる道具を考案しました。本マニュアルでは、この花穂整形

器についての使用法や注意点などを紹介します。 

 

 

図３ 手摘み 

図２ ハサミ 

作業の の
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